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● 全ての補助金の拾い出しを行ない、1件1件の内容を審査する。
⇒ 平成16年度、17年度当初予算に係る補助金一覧表を作成。
◇市単独補助　約３００件　　◇国・県補助に係る義務的補助　約２００件

※

→ 分科会のメンバーで中身を精査しする。【現在進行中の業務】
【今後の進め方】

◆課　題◆
○ 住民に密着した部分であり、過去の歴史や経緯等、総合的に判断していく必要がある。
○ 「運営費補助」と「事業補助」との内容を精査していく必要がある。
○

○

○ 共通のルールづくりが必要である。（補助と自己負担の割合、会員数とのバランス等）
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同様の団体間での調整も必要であり、市としての団体のあり方（統合等）も併せて検討して
いく必要がある。

市の単独補助金と国・県補助に係る義務補助とに分類し、市単独補助について審査すること
とし、補助金１件１件について「補助金調書」を作成。
《調書の内容》・対象者　・過去３年の補助額　・根拠条例　・必要性等
（補助金申請や実績報告等、内容・経理の分かる書類を添付）

補助金で行っているものと、直接執行されているものとがあり、各事業の細部との検討が必
要である。

主　な　活　動　状　況

分科会としての意見を付し、担当課に聞き取り調査し再検討。検討結果を分科会で再度
検討する。


